
初の特集は「行田市消防署」

　日本消防協会や日本外交協会を通じて、開発途上国
に無償で寄贈している。         
　昭和59年から令和7年までの間に、46か国に対し、
1855台の消防車両等が全国から寄贈されています。
　また、車両の寄贈と併せて、技術指導や実践訓練も
実施されています。         【出典】(公財)日本消防協会
　行田市では、これまでに30台の車両を寄贈しています。

行田市消防本部・消防署の保有車両
【消防本部】
広報車
査察車
防災活動車
事務連絡車(5台)
【本　署】
指揮車
大型水槽付消防ポンプ自動車
消防ポンプ自動車(2台)
化学消防ポンプ自動車
救助工作車
屈折はしご付消防自動車
積載車
高規格救急車(3台)

【西分署】
水槽付消防ポンプ自動車
消防ポンプ自動車
高規格救急車
【北分署】
水槽付消防ポンプ自動車
消防ポンプ自動車
高規格救急車

計 25台
出典 -令和7年 消防統計-

特集 行田消防最前線！！特集 行田消防最前線！！

議 案
第58号

災害対応特殊救急自動車の
取得について

議 案
第59号

高度救命処置用資機材の
取得について

役目を終えた車両はどうなるの？役目を終えた車両はどうなるの？

消防署の車は何台あるの？消防署の車は何台あるの？

消防職員数                                      　 （令和８年４月１日現在）

※再任用職員　5名を含む

消 防 本 部
本 署
西 分 署
北 分 署

計

1人

1人

5人
4人
1人
1人
11人

5人
9人
2人
2人
18人

3人
12人
2人
2人
19人

4人
20人
4人
3人
31人

3人
10人
2人
2人
17人

　
11人
1人
2人
14人

21人
66人
12人
12人
111人

消 防 監 司 令 長 司 　 令 司 令 補 士 　 長 副 士 長 消 防 士 計階級
区分

　今号より、議会だより編集委員会として初
めてとなる、『取材』に取り組みました。
　議会改革の一環として、市民の皆様により
親しみやすい議会だよりを目指して、邁進し
てまいります。

　今号より、議会だより編集委員会として初
めてとなる、『取材』に取り組みました。
　議会改革の一環として、市民の皆様により
親しみやすい議会だよりを目指して、邁進し
てまいります。

　6月議会では、行田市消防署本署に配備さ
れる予定の災害対応特殊救急自動車及び高
度救命処置用資機材の取得に関する議案が、
全会一致で可決されました。
　日々、私たち市民の命と財産を守っている
行田市消防署。 
その最前線のゲンバを、
今回、私たち議員が直撃してみました‼

市政に対する 一般質問

高次脳機能障害者へ支援強化を
　                        ／学校再編で教育環境、地域は

問  

高
次
脳
機
能
障
害
者
支
援
法

が
４
月
に
施
行
さ
れ
た
が
、
施
策

の
実
施
状
況
の
公
表
や
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
へ
の
研
修
、
福
祉
マ
ッ
プ

の
作
成
な
ど
市
の
支
援
強
化
は
。

答  

適
切
な
公
表
の
形
を
検
討
し

て
い
く
。研
修
は
、様
々
な
関
係
職

員
が
支
援
に
関
わ
る
中
で
ど
う
い

っ
た
研
修
が
必
要
な
の
か
考
え
て

い
き
た
い
。福
祉
マ
ッ
プ
の
作
成

は
様
々
な
取
り
組
み
を
参
考
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問  

義
務
教
育
学
校
基
本
構
想
へ

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
対
す

る
市
の
見
解
は
。

答  

寄
せ
ら
れ
た
疑
問
点
や
心
配

事
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
、
不
安

解
消
に
向
け
丁
寧
な
説
明
に
努
め

た
い
。

問  

Ｂ
地
区
は
１
６
０
０
人
も
の

マ
ン
モ
ス
校
に
な
り
、
教
師
が
児

童
生
徒
と
向
き
合
う
時
間
が
減
少

す
る
の
で
は
。
規
模
は
適
切
か
。

答  

そ
う
し
た
時
間
の
確
保
は
大

事
な
点
だ
。
１
学
年
５
〜
６
学
級

は
適
正
と
判
断
し
て
い
る
。

問  

学
校
が
な
く
な
る
地
域
は
関

係
が
疎
遠
に
な
る
の
で
は
。

答  

学
校
運
営
協
議
会
等
に
必
ず

地
域
の
方
を
選
ん
で
い
き
た
い
。

村 田 秀 夫（日本共産党）

さきたま古墳公園に花を植える
／障がい者福祉について

問  

県
営
公
園
で
あ
る
さ
き
た
ま

古
墳
公
園
の
定
期
的
な
除
草
作
業

か
ら
、
花
を
活
用
し
た
景
観
再
生

を
市
で
も
検
討
で
き
な
い
か
。

答  

公
園
管
理
者
に
よ
る
と
、
丸

墓
山
古
墳
、
稲
荷
山
古
墳
、
二
子

山
古
墳
等
が
あ
る
国
指
定
特
別
史

跡
内
に
つ
い
て
は
、
史
跡
の
保
存

活
用
・
調
査
研
究
を
目
的
と
す
る

も
の
以
外
を
行
う
こ
と
は
難
し
い
。

一
方
、
史
跡
指
定
範
囲
外
の
「
さ

き
た
ま
広
場
」
等
は
、
管
理
体
制

や
諸
条
件
を
勘
案
す
る
と
、
直
ち

に
実
施
は
出
来
な
い
も
の
の
、
史

跡
の
景
観
を
損
な
わ
な
い
範
囲
で

検
討
の
余
地
は
あ
る
と
の
こ
と
だ

っ
た

問  

高
次
脳
機
能
障
害
に
つ
い
て
。

答  

脳
血
管
疾
患
や
交
通
事
故
に

よ
る
脳
の
損
傷
に
よ
り
記
憶
・
注

意
・
判
断
・
感
情
な
ど
の
認
知
機

能
に
障
害
が
生
じ
る
状
態
で
、
新

し
い
こ
と
を
覚
え
る
こ
と
が
難
し

く
な
っ
た
り
、
集
中
力
が
続
か
な

い
等
の
症
状
が
現
れ
る
。

　
外
見
か
ら
は
分
か
り
に
く
く
、

本
人
に
自
覚
が
無
い
こ
と
も
多
い

為
「
見
え
な
い
障
害
」
と
も
言
わ

れ
る
。
当
事
者
や
周
囲
の
方
が
理

解
を
深
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

岩 﨑  彰（蒼倫維新）

土地開発公社の解散について

問  
令
和
６
年
度
、
総
務
省
発
表

が
発
表
し
た
資
料
「
土
地
開
発
公

社
事
業
実
績
調
査
結
果
概
要
」
を

見
る
と
、
法
律
が
施
行
さ
れ
た
翌

年
の
昭
和
48
年
、
都
道
府
県
と
市

を
合
わ
せ
る
と
６
１
４
の
開
発
公

社
が
全
国
に
設
立
さ
れ
た
。
平
成

11
年
が
最
も
多
く
１
５
９
７
団
体

が
設
立
さ
れ
た
が
、
令
和
７
年
４

月
１
日
現
在
で
は
５
４
０
団
体
と

大
幅
に
減
少
し
た
。
各
地
で
開
発

公
社
が
解
散
し
て
い
る
事
実
を
ど

う
考
え
る
か
。

答  

本
市
で
は
公
有
地
の
拡
大
の

推
進
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、

昭
和
54
年
に
土
地
開
発
公
社
を
設

立
し
た
。

　
近
年
、
本
市
に
お
い
て
も
、
事

業
が
長
期
間
行
わ
れ
て
い
な
い
状

況
で
あ
り
、
ま
た
、
県
内
自
治
体

で
は
解
散
が
進
ん
で
い
る
動
き
が

あ
る
こ
と
は
、
十
分
に
認
識
し
て

い
る
。
公
社
の
解
散
の
判
断
に
つ

い
て
は
、
そ
れ
に
伴
う
影
響
及
び

課
題
を
十
分
に
整
理
し
た
上
で
、

今
後
、
様
々
な
観
点
か
ら
慎
重
に

検
討
す
る
。

〔
そ
の
他
の
主
な
質
問
〕

○
通
学
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
（
ラ
ン
ド

セ
ル
）の
無
償
配
布
に
つ
い
て
。

村 田 清 治（令和研究会）

ぎょうだ議会だより　❷


